
ぼす測定プロトコルの試薬の販売が増加していること

もあり、最大処理能力を向上させるとともに、ユーザ

が特に重要視する特殊な測定プロトコル混在時の処理

能力低下を抑制する。

［2］試薬等の搭載量増加

処理能力が向上すれば、試薬等の消費量も増加する

ため、基質、試薬カップ、ディスポーザブルチップ等

（以下、試薬等）の搭載量を増加させ、Walk－

試薬等の搭載量を増加お �表１に示す。
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1．はじめに

1986年の全自動エンザイムイムノアッセイ装置

AIA－1200 ならびに酵素免疫反応試薬 Eテスト

－

1200シリーズ、AIA－21、AIA－1800、中型機種として

AIA－600、AIA－600II、小型機種としてAIA－360が既に

上市されている。

免疫診断市場の主要セグメントである大病院市場を

目）に最適なプロトコルを選択できるメリットとなっ

ているが、２ステップ反応試薬等の特殊な測定プロト

コルが混在した場合、装置面からみると処理能力が低

下するデメリットにもなっている。て試メ欧契ルらみると状Ξ

－

2

0

0

0



4．結　　果

［1］処理能力の向上

AIA－2000の最大処理能力をAIA－1800の180テスト／

時から200テスト／時に、実使用環境での処理能力を

AIA－1800の50テスト／時以上から100テスト／時以上の

2倍に向上させた。







た。（図３参照）

6．ま と め

AIA－2000の最大処理能力はAIA－1800の180テスト/

時と比較して１割程度（200テスト/時）の性能の向

上であるが、ユーザが特に重要視する実使用環境


